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      THE FRONTIER

      
        フロンティアを連れてくる

        世界中がイノベーションを求める。科学技術に期待する。急速なグローバリゼーションにより、新たな研究分野が次々と生まれています。しかし、フロンティアを見つけるだけでいいのだろうか？新たなフロンティアに果敢に乗り出し、社会に示し、実装するまでが、私たち東京大学先端科学技術研究センター（先端研）の挑戦です。ユニークな視点から新たな研究領域をつくり、国内外へ展開し、いかに社会課題を解決するか。旧来にない融合研究をどのように評価するか。外部資金の獲得から若手研究者のキャリアパス多角化など、研究に携わる人々が渇望する未開の研究環境を自らが示しながら、研究と社会の新たな地平を拓き、実社会で開花させるための道を開拓します。

      
      
        社会課題の解決手法を、研究現場にも

        テクノロジーを活用して人と社会のバリアを超える研究、学際的な視点から複雑な課題を解決する研究。先端研を特徴づけるこのような研究視点を課題を抱える研究現場にも実装すべく、「インクルーシブデザインラボ」「オートメーションラボラトリー」など新たな取り組みを始めています。

        
          
        

        
          
          
        

      
      
        東大先端研 ⁠ インクルーシブデザインラボ

        障害を持った研究者が優れた能力を発揮することを、従来の研究環境が阻害しているとしたら？私たちは、先端研の特徴的な研究分野の1つであるバリアフリー研究とユニバーサルデザインの第一人者との協働により、障害を持つ優秀な S T E M 研究者が研究者としてのキャリアを継続できる仕組みを実現する新研究部門の開設を目指しています。日本の STEM 研究の現場は、実験・計測機器、解析システムなどが狭い空間に詰め込まれ、身体的な障害を持つ研究者にとって、決して理想的な環境とは言えません。このプロジェクトでは、ユニバーサルデザインの第一人者と民間企業が参画するインクルーシブ環境の研究開発、障害を持つ研究者、先端研のバリアフリー研究が1つのチームとなり、障害によってキャリアを断念することのない環境整備に向けて始動しました。そして、あらゆる研究者にとって理想の研究環境を創り出すだけでなく、開発された技術は高齢化社会への実装を進め、インクルーシブな社会の実現に貢献します。

        
          
        

        
          
        

        東大先端研インクルーシブラボ

        障害を持つ STEM 研究者

        ユニバーサルデザイン第一人者+民間企業

        先端研バリアフリー研究

        実験的インクルーシブ研究環境

        研究開発

        フィードバック

        ディスカッション

        協働

        連携

        協働

        高齢化社会への実装

        インクルーシブな社会への貢献

        
          
          
        

      
    
  
    
      VISION

      
        科学技術だけでは、複雑な課題に太刀打ちできない。だから、先端研が挑む。

        特定の専門分野の冠をつけない文理融合の研究所である先端研には、科学技術を推進する理工学系だけでなく、倫理や思想、社会システムに関わる人文・社会科学系の研究分野が共存。既存の研究が存在しない分野に着手する研究を推進できる先端研だからこそ、複雑化する社会課題の解決に挑まないわけにはいきません。

        
          
        

        東大先端研

        材料

        極小デバイス理工学 ⁠ 分野

        量子情報物理工学 ⁠ 分野

        理論化学 ⁠ 分野

        高機能材料分野

        環境・エネルギー

        新エネルギー ⁠ 分野

        気候変動科学 ⁠ 分野

        共創まちづくり ⁠ 分野

        エネルギーシステム ⁠ 分野

        附属 ⁠ 産学連携新エネルギー研究施設

        情報

        知能工学 ⁠ 分野

        情報デバイス ⁠ 分野

        生命知能システム ⁠ 分野

        数理創発システム ⁠ 分野

        光製造科学 ⁠ 分野

        身体情報学 ⁠ 分野

        コミュニケーション科学 ⁠ 分野

        生命・データサイエンス ⁠ 分野

        ロボティック生命光学 ⁠ 分野

        生命医化学

        システム生物医学 ⁠ 分野

        生命反応化学 ⁠ 分野

        ゲノムサイエンス ⁠ 分野

        代謝医学 ⁠ 分野

        合成生物学 ⁠ 分野

        ニュートリオミクス・腫瘍学 ⁠ 分野

        臨床エピジェネティクス ⁠ 寄附研究部門

        バリアフリー

        バリアフリー ⁠ 分野

        人間支援工学 ⁠ 分野

        当事者研究 ⁠ 分野

        社会科学

        知的財産法 ⁠ 分野

        生命科学の法と政策 ⁠ 分野

        イスラム政治思想 ⁠ 分野

        政治行政システム ⁠ 分野

        マクロ経済分析 ⁠ 分野

        協力研究室

        情報文化社会 ⁠ 分野

        技術経営 ⁠ 分野

        エネルギー環境 ⁠ 分野

        生命知能システム ⁠ 分野

        情報デバイス ⁠ 分野

        ケミカルバイオテクノロジー ⁠ 分野

        
          
          
        

      
      
        SDGs すべての項目にコミット

        2015年9月、国連本部において全会一致で合意した SDGs （ Sustainable Development Goals ）は、貧困に終止符を打ち、不平等に取り組み、気候変動に対処するための大胆かつ野心的なグローバルプランです。東京大学は、地球と人類社会の未来に貢献する協創活動を活性化させるため、その方向性が合致する SDGs を最大限に活用すると明言しています。先端研は、わずか200名程度の小規模な研究組織ですが、敢えてすべての SDGs 項目へのコミットメントを目指します。

        
          
        

        SDGs 17の目標

        東京大学未来協創推進本部登録プロジェクト

        
          
        

        ● DO-IT Japan

        ● IDEA プロジェクト

        近藤 武夫 准教授

        
          
        

        ● 安全な水へのアクセス向上への UV-LED 浄水装置開発

        小熊 久美子 准教授

        
          
        

        ● 高性能・高信頼性太陽光発電の発電コスト低減技術開発

        ● 革新的新構造太陽電池の研究開発

        ● 超高効率・低コストⅢ-Ⅴ化合物太陽電池モジュールの研究開発

        岡田 至崇 教授

        
          
        

        ● 少子高齢社会における持続可能なまちづくり

        小泉 秀樹 教授

        
          
        

        ● ベルモント・フォーラム共同研究活動

        中村 尚 教授

        
          
          
        

      
    
  
    
      Research Project

      巨大オープン空間で若手研究者たちが分野を超えて協奏し、未来のライフサイエンスを開拓する

      
        生命・情報科学若手アライアンス

        膨大な情報の集積と情報科学の驚異的な進歩によって極めて複雑化する生命科学研究を加速的に展開するために、2018年度より若手 PI のラボ間の壁を取り払った先進的なラボ・コミュニティが始動しました。先端大型機器などのコアファシリティーを共有し、オープンな環境で切磋琢磨する。分子生物学と計測科学、データサイエンス、 AI など分野を超えて集まった若手科学者のコミュニティが現代生命科学における大課題に挑みます。

        
          
        

        東京大学 ⁠ 生命・情報科学若手アライアンスオープンラボラトリー

        合成生物学分野

        ニュートリオミクス・腫瘍学分野

        生命データサイエンス分野

        ロボティック生命光学分野

        コミュニティー機能の発揮

        システム生物医学分野

        コアファシリティー機能の提供

        ゲノムサイエンス分野

        代謝医学分野

        生命知能システム分野

        装置の共有

        光製造科学分野

        生命反応化学分野

        理論化学分野

        
          
        

        セルタイピング

        細胞情報の素子化

        再構築

        固体システム

        発生系譜

        細胞間コミュニケーション

        細胞クローン

        １細胞

        分子構造

        脂肪細胞マシーナリー

        悪性腫瘍ダイナミクス

        １細胞解像度での固体発生

        
          生命科学＋情報科学の若手独立 PI が連携してコミュニティを運営

          
            
          

          合成生物学分野 ⁠

          谷内江 望 准教授

          生命現象を探求するための合成生物学

          
            
          

          ニュートリオミクス・腫瘍学分野

          大澤 毅 特任准教授

          新しい栄養学「ミュートリオミクス」の視点をがんの治療に生かす

          
            
          

          ロボティック生命光学分野⁠

          太田 禎生 准教授

          ネットワーク型生命計測テクノロジー ⁠

          光・流体・遺伝子技術を融合し、人知を超え、拡張する

          
            
          

          生命データサイエンス分野 ⁠

          上田 宏生 講師

          データサイエンスのテクノロジーで生命現象を読み解く

          
            
            
          

          群集の安全な誘導や警備、サービス向上の社会課題解決を

        
      
      
        郡集マネジメント研究会

        多くの人が集まる公共空間やラッシュ時の駅や大型施設などにおける群集の安全な誘導や警備、快適なサービスの提供という極めて重要な課題を包括的に議論する我が国初の社会連携研究部門。2019年ラグビーワールドカップ、2020年東京オリンピック・パラリンピックなどの大規模なイベント開催に加え、都市への人口集中や大規模災害・テロ、来日観光客の増大など、多くの課題を抱える日本において混雑発生を予測し予防すると共に、混雑発生後の適切な対処により、危険な状態をいち早く回避する方法などを広く社会へ提言することを目指します。

        
          
        

        群集の安全とサービス向上に貢献

        ● 導線の設計

        ● 誘導の方法

        ● 情報提供の方法

        ● スタッフ側の運営方法

        ● クラウドマネージャーの育成

        東大先端研群集マネジメント研究会

        大規模施設運営事業者

        建築土木関連事業者

        電気機器メーカー

        イベント等関連事業者 ⁠

        セキュリティ事業者

        交通事業者

        「経験と勘」から「サイエンス」へ

        データ分析

        計算機シミュレーション

        環境インセンティブ

        個別対策を行っていた施設企業及びソリューション企業のステークホルダーと、世界的に学術研究が進展する群集マネジメント分野の先端を担う西成研究室の知見と現場でのさまざまなノウハウを融合

        
          数理創発システム分野 ⁠ 西成研究室

          
            
          

          西成 ⁠ 活裕 ⁠ 教授

          
            
          

          志村 ⁠ 憲一郎 ⁠ 特任講師

          
            
          

          ファリシアーニ ⁠ クラウディオ ⁠ 特任助教

          さまざまな場所に現れる「渋滞」現象のメカニズムを物理学的な視点から研究。対象は車だけに限らず、細胞内タンパク質やアリ、人間の群集や物流など多岐に渡ります。

          
            
            
          

        
      
    
  
    
      Project

      誰もが活躍するフィールドをつくる

      
        バリアフリー研究

        
          ①IDEA プロジェクト

          IDEA プロジェクトでは、雇用の現場で多様な障害のある人々が活躍できるよう、柔軟な働き方を生み出す雇用システムの構築に取り組んでいます。週あたり15分や1時間から、通常の職場で役割を持って働くことを可能にする超短時間雇用モデルを開発し、職場の生産性の向上と、多様な人々を包摂できる働き方を、各地の自治体や企業グループと共同で地域に実現・実装する研究を行っています。ソフトバンクグループと連携して取り組む「ショートタイムワーク制度」は2017年度グッドデザイン賞のグッドデザイン特別賞［未来づくり］を受賞しました。

          IDEA モデルの要件

          1​. 職務を明確に定義する

          2​. 長短時間から働くことができる

          3​. 本質的業務以外は柔軟に配慮する

          
            	同じ職場でともに働く

          

          
            
          

          
            
          

          既存モデル

          部署

          週30時間ｘ1名＝30時間

          IDEA モデル型雇用

          部署

          週4時間ｘ1名＝4時間（週20時間以下の超短時間）

          企業

          週4時間ｘ8名＝32時間

          地域

          地域全体で時間数を加算→超短時間が30時間換算で何名分の雇用となるか

        
        
          ②異才発掘プロジェクト ROCKET

          人工知能やロボットなどの科学技術は、私たちの社会システムを大きく変えつつあります。新しい学びが必要だと言われながらも明確な方向は示されていません。突破口はどこにあるのか。異才発掘プロジェクト ROCKET は、ユニークな才能を持つがゆえに学校教育になじめず不登校や引きこもり状態になった若者への新しい学びの挑戦を行い、既存の枠を超えた教育の社会実装を目指します。2017年には東京都渋谷区と連携し、「特別な才能に着目した新たな教育システムの構築」事業の一環として新たな教育システムづくりに乗り出しています。

          
            
          

          
            
          

          
            
            
          

        
        
          ③DO-IT Japan

          2006年から始まった DO-IT Japan では、障害や病気のある児童生徒・学生の高等教育進学や就労への移行支援を通じ、社会で活躍する人材の育成を目指しています。テクノロジー活用を主軸に、セルフ・アドボカシー、自立と自己決定などをテーマとして、年間を通じて活動しています。障害のある児童生徒・学生との協働、産学連携・国際連携による ICT 活用など、インクルーシブ教育システムに関する研究実践の拠点となっています。

          
            
          

          
            
          

          本人が学びたいこと・達成したい目標

          自己決定

          活用する

          社会的資源の活用

          児童生徒・学生

          測る

          説明する

          自己権利援護

          教職員や他者等

          代替する機能の獲得

          読む

          書く

          計算する

          考えをまとめる

          聞く

          話す

        
        
          ④認知ミラーリングと当事者研究

          特定の属性に対するスティグマ（偏見）は、その属性を持つ人々が、住まいや仕事を見つけたり、必要なときに支援を受けることを妨げます。スティグマは、社会の人々が、その属性を持つ人々の経験について十分に理解しないことによって生じます。自閉スペクトラムに対するスティグマを減らすために、熊谷研究室では「認知ミラーリング」という技術を用いて開発した自閉スペクトラムを持つ人々の知覚を体験できる VR と、当事者の語りに触れるフィルムを組み合わせたプログラムを開発し、その効果を検証しています。

          
            
          

          自閉スペクトラム症者の知覚経験の VR シミュレーター

          カメラ＆マイクロフォン

          ヘッドマウントディスプレイ

          自閉症スペクトラム症者の語りに触れるフィルム

          自閉症へのスティグマ低減

          
            
            
          

          新たな社会システムや価値をつくる

        
      
      
        注目のプロジェクト

        
          
        

        
          
        

        
          
        

        
          ①新エネルギー＋水素

          新エネルギーとして期待される水素を、大規模な太陽光発電による再生可能エネルギーから製造する「太陽光燃料」の取り組みを積極的に展開。これまでの知見を活かし、発電力の安定した海外での太陽光電力を水素に変換して我が国へ運搬する技術の開発を進めています。2018年2月にはオーストラリアのクィーンズランド工科大学と MOU を締結し、共同研究などの学術交流に加え、国際的な産学連携活動を進めています。再生可能エネルギーの開発、特に将来の世界のエネルギーニーズを満たすための次世代燃料供給に向けた研究を展開します。

          
            
          

          海外の高照度地域

          集光型太陽電池

          太陽光燃料（水素・メタン）

          大陸間の輸送

          大規模エネルギー消費地

          
            
          

        
        
          ②巨視的量子機械

          ERATO 巨視的量子機械プロジェクトでは、量子力学の原理を活かし、優れた情報処理技術を実装するためのプラットフォームとなる、「機械＝マシン」を実現することを目指します。量子コンピュータや量子シミュレータ、量子暗号通信などでは情報の基本単位として、ビットの代わりに量子ビットが用いられます。量子ビットの状態を長い時間にわたっ

          て保ち続け、そのうえで自在に状態を制御するにあたっては、雑音による誤りの発生など、いまだに多くの課題が存在します。それを乗り越えて「量子機械」を動作させることにハードウェアとソフトウェアの両面から挑みます。

          
            
          

          巨視的量子機械

          超伝導量子電子回路

          量子光学

          ハイブリッド量子系

          量子エラー訂正

          量子コンピュータ

          
            
            
          

          
            
          

        
        
          ③NextPV

          2012年にフランスの国立科学研究センター（ CNRS ）と次世代太陽光発電技術を中心とした新エネルギー研究開発に関する包括的連携協定を締結。 CNRS の国際連携活動推進プログラムを活用し、本連携活動の要となる‘ L I A(Laboratoire International Associ é) NextPV ’を先端研内に2012年10月に設置しました。太陽光発電や水素エネルギーなど総合的新エネルギー分野における協力拠点として学内外の研究室・研究織聞との協力活動を展開しています。

          
            
          

          革新的新構造太陽電池の国際共同研究開発

          
            
          

        
        
          ④自在化身体

          超スマート社会に適応可能な「自在化身体」を構築する技術基盤の確立を目指します。「自在化技術」は、人間がロボットや AI と「人機一体」となり、自己主体感を保持したまま行動することを支援し、人間の行動の可能性を大幅に広げると考えられます。自在化身体を実現するために、人間と情報環境との関係性を柔軟に設計する「身体性編集」に関する基礎的知見の獲得と設計指針の確立を進め、設計した自在化身体およびそれがもたらす心と社会の変容を、実社会とバーチャル社会において検証します。

          
            
          

          超感覚

          
            
          

          超身体

          
            
          

          幽体離脱・変身

          
            
          

          分身

          
            
          

          合体

          
            
            
          

        
      
    
  
    
      Partnership

      
        
      

      
        現場と密につながる: 地域連携プロジェクト―地域共創リビングラボー

        先端研では、地域共創リビングラボを新たに立ち上げ、研究シーズを活用した地域産業活性化活動、震災復興、コミュニティ再生、知識・経験・能力を活かした研究交流や人材育成から新しい働き方の実証実験まで、地方自治体や地域とより機動的で緊密な連携を行っています。

        
          
        

        
          石川県

          2006年から連携活動を行い、2012年には石川県、（公財）石川県産業創出支援機構、先端研の連携協定を締結。2013年には産学連携支援制度を立ち上げ、共同ファンディング等による研究費のサポート、県庁からの人材派遣などによりマッチングや共同研究の支援を行っています。これまでの4年間で延べ17件の共同研究を採択。その中から特許出願、 SDGs 項目にコミットする国の大型プロジェクト採択などの好事例が生まれています。

          
            
          

        
        
          熊本県

          熊本県と先端研は2016年の熊本地震直後から協力関係を築き、2017年4月には熊本大学、熊本県、先端研で包括的連携協定を締結。多くの犠牲を伴った熊本地震を徹底的に研究し尽くすため、震災アーカイブを含めた震災の研究、高齢者・障害者の就労支援システムの構築など、先端研の強みである文理融合を実践しながら創造的復興のための活動を精力的に展開しています。

          
            
            
          

          
            
          

        
        
          軽井沢町

          2017年6月、軽井沢町、信州大・同大社会基盤研究センター、先端研で包括的連携協定を締結。相互の知的・人的・物的資源を活用し、研究交流や産学官連携、人材育成の面でそれぞれの強みを活かしながら、優れた特性を持つ地域ブランドの向上など、活力ある個性豊かな地域づくりを目指しています。

          
            
          

        
        
          川崎市　神戸市

          川崎市（2016年4月開始）、神戸市（2017年4月開始）では、自治体として初めて、法定雇用率の対象にならない「20時間未満の超短時間雇用」で障害者の雇用を創出する取り組みを開始。この取り組みは、先端研人間支援工学分野が推進する「 I DEA プロジェクト」と連携した取り組みで、現在までに川崎市内では23、神戸市内では10の企業・団体で始まっています。また、ソフトバンクは超短時間雇用をグループ内で推進する「ショートタイムワーク制度」を社内制度として実装し、2016年4月に運用開始しました。

          
            
          

          東大先端研

          1​. 石川県/石川県産業創出支援機構: 2012年連携協定締結（学術振興、産業振興）

          2​. 長野県小布施町: 2016年連携協定締結（文化振興、産業振興）

          3​. 熊本県/熊本大学: 2017年包括連携協定締結（震災復旧・復興）

          4​. 長野県軽井沢町/信州大学社会基盤研究センター: 2017年包括連携協定締結

          （地域ブランド向上、地域づくり）

          5​. 福井県: ブローホール波力発電（2012-2016）

          6​. 福島県いわき市: 2018年連携協定締結（学術振興、産業振興）

          7​. 秋田県: 風力発電

          8​. 東京都渋谷区: 特別な才能に着目した新たな教育システムの構築

          9​. 神奈川県川崎市: 短時間雇用創出プロジェクト

          
            	兵庫県神戸市: 短時間雇用創出プロジェクト

          

          
            
            
          

        
      
    
  
    
      Education

      東大附置研で唯一、大学院教育を実施

      
        野心的・独創的な研究者を育てる

        大学院工学系研究科 ⁠ 先端学際工学専攻（博士課程）

        
          
        

        修了生の声

        
          
        

        岡崎 善朗 さん

        広島大学大学院修士課程終了後、富士写真フイルム（株）入社。インドやネパールでのボランティア活動後、オリンパス（株）入社、医療機器の研究開発に従事。2014年4月東京大学大学院工学系研究科先端学際工学専攻博士課程（イノベーターコース）に入学、2018年3月修了。博士（工学）。

        
          仕事中心の狭い視野が、全方位に広がった。

          富士フイルムを退社後、2年半の海外放浪の際に障害者施設でボランティア活動を経験し、医療福祉に興味を持ちました。帰国後に医療機器の研究開発に携わりながら、高額で専門的な医療を受けられない人たちの困難さを解決したいと考えていたところ、先端研のバリアフリー研究が先端技術を取り扱いながら社会実装を重視した研究を展開していると知り、門を叩きました。先端研には、障害を持つ当事者のほか、工学系にも関わらず医師や心理学者、アーティストなどが所属し、ボーダレスな会話が飛び交っています。各分野の世界的な研究者からも直接学べます。会社の仕事や社会の一面しか捉えられなくなっていた自分の狭い視野が、先端研の自由で多様な環境に身を置くことで大きく広がりました。「人の空気を読むな」という言葉は今も胸に刻まれています。博士論文のテーマは、エンジニアリングと医学（眼科）の学際領域です。 PPP 教育では自分の研究と近いけれど重ならない分野を選び、眼精疲労に関する実験心理学のプロポーザルを作成しました。ここで心理学の指標の使い方を学び、博士論文にはその手法を取り入れました。海外の研究者と仕事をする際、 PhD 取得者の意見のほうが研究者としての意見が信頼されていると感じられる場面が何度かありました。進学の動機は自分がやりたい研究を腰を据えて行うためでしたが、自由な環境で研究を楽しみながら学位を取得できたことに感謝しています。これからは、病気や障害により日常生活で困っている課題を解決し、心に届く優しい技術の開発をしていきたい。専門分野が異なる生徒を指導してくださった担当の先生と、会社の業務を最大限に配慮してくれた会社の上司に感謝しています。

          
            
            
          

          貪欲な向上心を徹底的に支援する

        
        
          企業研究者の再教育／学生・研究者の海外派遣

          海外の名門大学に一定期間滞在しながらの学術交流は、多様性を学ぶ意味でも、もはや必須の経験。先端研は、貪欲に向上する学生・研究者をさまざまな面から支援しています。

          
            
          

          海外派遣制度

          ケンブリッジ大学クレアホールのアジアパートナー校として研究者や学生を派遣

          
            
          

          
            
          

          研究者

          クレアホールに Visiting Fellow と認められた研究者を数ヵ月派遣。研究者は数ヵ月間クレアホールに滞在し、ケンブリッジの研究者と密度の高い共同研究や世界各国から集まる研究者との異分野交流活動を行いながら生活します。

          
            
          

          学生派遣

          夏季 Visiting Students として先端学際工学専攻を中心とした学生を約4週間派遣。学生は自ら交流先と研修の交渉を行い、多様な文化や価値観を養える恵まれた国際的研究環境で研修と交流を体験します。帰国後には現地での研究活動の報告発表を行います。

          
            
          

          
            
          

          RCAST 助成、 UTEC 若手海外自由展開・研鑽支援プログラムなどにより、熱意ある学生・若手研究者の海外派遣を資金面でも手厚く支援。

        
        
          卓越した専門性×高度な柔軟性を養う専門分野外のプロポーザル作成（ PPP 教育）

          先端学際工学専攻には、勤めながら学ぶ社会人学生を受け入れる体制が完備されています。すでに企業でキャリアを積んでいる研究者がアカデミアで科学・技術の体系的な理解と俯瞰する力を養えば、複雑化する社会課題の解決方法も変わります。学生自らが専門分野外の教員を選び、指導を受けながら研究企画書（プロポーザル）を作成する独自カリキュラム (PPP) を採用。専門分野の深堀りだけでは得られない高い独創性と創造性を鍛えます。

          
            
          

          学生構成比属性別割合

          2018年3月現在

          社会人 ⁠ 42％

          他大学より ⁠ 43％

          東大より ⁠ 15％

          
            
            
          

        
      
    
  
    
      Communication

      
        今とこれからの仲間をつくる

        たとえ研究分野が違っても、たとえ先端研を離れても、常に新たな研究と社会を拓くいわば“先端研マインド”を共有する人がつながれば、前例を崩す力も加速する。任期制で異分野集合体の先端研だからこそ、今のつながりは将来に続く大きな力。毎月1回1時間だけ開催される「ハッピーアワー」をはじめ、所内コミュニケーションを活性化させるための新しい試みを続けています。

      
      
        なぜ、社会とつながるのか

        中高生向けに研究室見学や第一線の研究者による講義を行う「リサーチツアー」、研究室公開や社会的関心の高いテーマを扱った講演会や参加型イベントなど先端研を一般に公開する「駒場リサーチキャンパス公開」などのアウトリーチ活動を実践。研究成果の発信・社会還元の面だけでなく、社会的な反応とより効果的な発信方法のアイデアにつながる機会として力を入れています。

        
          
        

        
          
        

        
          
        

        
          	リサーチツアー

        

        
          
        

        
          	ハッピーアワー

        

        
          
        

        
          
        

        
          	先端研オリンピック

        

        
          
        

        
          
        

        
          
        

        
          
        

        
          	駒場リサーチキャンパス公開

        

        
          
        

        
          
        

        
          	先端研の風景

        

        
          
          
        

      
    
  
    
      Management

      挑戦し続ける組織づくりの要

      
        経営戦略室

        前例を打ち破ろうとすればするほど多くの時間と労力がかかるはずが、なぜ先端研は研究に専念できる環境と柔軟で強い組織づくりができるのか？ それは、研究と運営を分離した独自の運営体制により、組織としての意思決定を迅速に行っているからです。

        ●内部組織の改廃

        ●人事の提案

        ●財務／予算の配分

        ●面積の配分

        
          
        

        経営戦略室の補佐を行う所長直轄部署

      
      
        経営戦略企画室

        先端研の経営において顕在化していない課題を発見し、経営戦略会議での検討、実行プラン策定とその実施をサポートします。国際連携・産学連携の推進、研究パフォーマンスの把握・分析システムの構築、若手研究者のキャリアパス多角化、外部資金獲得支援などに関し、先端研独自の新たな試みを実行可能な状態に導きます。

        研究者とスタッフは車の両輪

      
      
        事務部

        研究者の運営業務軽減のさまざまな面を組織的にサポート。先端研の迅速かつ柔軟な運営体制を支えています。

        
          
        

        
          
        

      
      
        決定事項の審議・決定を分離することで、会議を減らし、研究・教育時間を確保

        教授総会

        経営戦略室

        所長

        副所長

        各担当教授

        事務長

        先端研ボード

        所長室 URA

        経営戦略企画室

        事務部

        広報・情報室

      
      
        経営や研究の第一人者が運営を厳しく評価 　先端研ボード

        大隅 典子

        東北大学 副学長

        大西 隆

        豊橋技術科学大学 学長

        小泉 英明

        株式会社日立製作所 名誉フェロー

        公益社団法人 日本工学アカデミー 上級副会長

        小林 喜光

        株式会社三菱ケミカルホールディングス 取締役会長

        小松崎 常夫

        セコム株式会社 顧問

        西村 陽一

        株式会社朝日新聞社 常務取締役

        晝馬 明 ⁠

        浜松ホトニクス株式会社 代表取締役社長

        増田 寛也

        株式会社野村総合研究所 顧問

        宮野 健次郎

        国立研究開発法人物質・材料研究機構 フェロー

        武藤 敏郎

        株式会社大和総研 理事長

        
          
        

      
      
        GLOBAL NETWORK

        2018年2月現在

        RCAST

        Research Center for Advanced Science and Technology, The University of Tokyo

        1​. Clare Hall, University of Cambridge （ GBR ）

        2​. Arizona Initiative for Renewable Energy （ USA ）

        3​. The National Center for Scientific Research （ FRA ）

        4​. Center for Revolutionary Solar Photoconversion (USA)

        5​. The University of New South Wales （ AUS ）

        6​. Stockholm University （ SWE ）

        7​. Advanced Institutes of Convergence Technology （ KOR ）

        8​. University of Kassel (DEU)

        9​. Queensland University of Technology (AUS)

        
          	Tele Aviv University (ISR)

        

        グローバルな研究活動を共に推進する

        先端研フェロー

        ［フェロー］

        ・ Stefania BANDINI (University of Milano-Bicocca)

        ・ Ping CHANG (Texas A&M University)

        ・ David COPE (University of Cambridge )

        ・ Toshiro FUJITA (The University of Tokyo)

        ・ Mariko FUJII (Ambassador Extraordinary and Plenipotentiary of Japan to the Republic of Latvia )

        ・ Tsutomu MIYASAKA (Toin University of Yokohama)

        ・ Jacob M TAYLOR (University of Meryland )

        ・ Joerg WUNDERLICH (Hitachi Cambridge Laboratory )

        ・ Shang-Ping XIE (University of California )

        
          
          
        

      
    
  
    
      Facts & Figures

      
        RCAST at a Glance

        
          外部資金比率＝研究力への期待と実績

          総事業費の7割近くを外部資金で運営。これは研究領域の先見性やこれまでの研究実績が評価されているのと同時に、自らの研究資金を獲得できる研究者が揃っていることを示しています。

          
            2016年度 東京大学全学平均との比較

            
              
            

            先端研

            運営費交付金 ⁠ 28.6％

            外部資金 ⁠ 71.4％

            
              
            

            東京大学全学

            運営費交付金 ⁠ 66.4％

            外部資金 ⁠ 33.6％

            
              
            

          
          
            2016年度 先端研の財務状況

            運営費交付金 ⁠ 合計 ⁠ 1,283,199千円

            外部資金合計 ⁠ 3,198,869千円

            総計 ⁠ 4,482,068千円

            外部資金内訳 ⁠ ※但し、間接経費を除く

            内容別

            2,719,959千円

            受託研究費 ⁠ 54.32％

            科学研究費助成事業 ⁠ 15.53％

            寄付金 ⁠ 13.56％

            共同研究費 ⁠ 8.95％

            その他補助金 ⁠ 4.49％

            寄付研究部門 ⁠ 2.94％

            共同事業費 ⁠ 0.10％

            受託事業費 ⁠ 0.11％

            供給別

            2,719,959千円

            他省庁・政府系資金 ⁠ 58.7％

            民間企業 ⁠ 25.8％

            科学研究費助成事業 ⁠ 15.5％

          
        
        
          多様でユニークな研究者が集う

          タコつぼ化せず多様でユニークな研究を行う人材を、自ら獲得した外部資金で採用する特任制度。先端研が創設したこの制度の活用が、研究力の格段の差を生み出します。

          
            東京大学全学との比較

            2018年5月現在

            
              
            

            教員*構成比率（交付金: 特任）

            先端研 ⁠

            特任教員 ⁠ 41％

            交付金教員 ⁠ 59％

            東京大学全学

            特任教員 ⁠ 19％

            交付金教員 ⁠ 81％

            
              
            

            特任教員の割合

            先端研

            教授 ⁠ 19％

            准教授 ⁠ 38％

            講師 ⁠ 34％

            東京大学全学

            教授 ⁠ 7％

            准教授 ⁠ 16％

            講師 ⁠ 33％

          
          
            先端研の人員構成

            2018年2月現在

            
              
            

            研究者**構成比率（交付金: 特任）

            **教授、准教授、講師、助教、研究員

            特任教員 ⁠ 56％

            交付金教員 ⁠ 44％

            
              
            

            先端研の人員構成 ⁠

            教員・研究者

            交付金教員 ⁠ 66名

            特任教員・特任研究者等 ⁠ 85名

            職員

            常勤職員 ⁠ 28名

            特任職員等 ⁠ 17名

            学生 ⁠

            大学院生 ⁠ 205名

            内 先端学際工学専攻 ⁠ 83名

            
              
              
            

            
              
            

          
        
      
      
        研究活動への資金的サポートを

        ―寄付のお願いー

        生物医化学、材料、環境・エネルギー、情報、バリアフリー、社会科学。どの研究領域でも先端研は新たなフロンティアを目指して活動し、山積する社会課題解決に挑んでいす。さらなる研究発展のためにも、社会課題解決のスピードを上げるためにも、皆様のご支援が必要です。

      
      
        Message

        なぜ、先端研は常に挑戦者であり続けるのか。それは、人間と社会が求める未来への地図を描くためです。現在の閉塞感を打ち破る力となるのは、分野の垣根、産学官の壁、余計なプライドをかなぐり捨てた、意志と行動です。わずか200名ほどのこの研究所に、生物医化学、環境・エネルギーから情報、材料、そして社会科学とバリアフリー分野が集結し、既存の研究が存在しない領域から、現代科学の大課題や社会課題の解決に挑んでいます。私たちは、誰もが最大の能力を発揮でき、若手研究者が存分に活躍し、教員と職員が一丸となることでさらなるシナジーが生まれる場を創り出し、人と技術、自然が共存し豊かに生きることができるインクルーシブな社会の構築に全力で貢献します。

        
          
        

        東京大学先端科学技術研究センター所長

        
          
        

        神埼亮平

        
          
        

      
      
        RCAST Historical Facts

        1987

        我が国の国立大学初の寄付研究部門を開設

        1998

        大学の技術移転機関 CAST （ I 現: 東京大学 TLO ）設立

        2002

        我が国初の特任教員制度の創設

        2003

        バリアフリー分野を創出

        2004

        基金教授の創設

        2006

        経営戦略企画室を設置研究と運営の分離体制に

        2013

        東京大学初の特例教授制度を採用

        
          
          
        

      
    
  
    
      Access

      東京大学先端技術研究センター

      
        
      

      
        
      

      ●小田急線／東京メトロ千代田線・代々木上原駅より徒歩12分

      ●小田急線・東北沢駅から徒歩8分

      ●京王井の頭線・駒場東大前駅西口から徒歩10分

      ●京王井の頭線・池ノ上駅から徒歩10分

      〒153-8904 東京都目黒区駒場4丁目6番1号

      
        
      

      http://www.rcast.u-tokyo.ac.jp

      発行年月: 2018年6月

      発行: 東京大学先端科学技術研究センター

      
        
      

      東京大学

      
        
      

      東大先端研
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-David COPE (University of Cambridge)
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